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自治体名
流域治水プロジェクトを推進するために障害となっていること、又はどの様な支
援、協力があれば良いと思うか。

回　　答

マイ・タイムライン講座の講師として国職員を派遣することは可能です。その場合は、霞ヶ浦河川事
務所流域治水課までご連絡下さい。

4 神栖市
既存施設の維持管理に予算が圧迫されているため、今後、プロジェクトを推進す
るに当たり、国からの助成制度があると良い。

＜各省庁の支援事業＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html

補助率の嵩上げについては、国土交通本省へ申し伝えて参ります。

6 阿見町

・浚渫や調整池の整備に係る補助メニューの創設及び拡充（計画的に利用できる
もの）
・流末となる一級河川が増水し、町内の排水がはけきれないことが町内冠水の原
因となっているが、県予算や時間を要することが支障となっている。
・田んぼダム等民地協力が必要な事業について、成功事例となるまでの過程（ど
のような方法で地元の理解を得ることができたかなど）の情報提供などが欲し
い。

・準用河川における河道掘削（浚渫事業）については、
　　個別補助：事業間連携河川事業
　　交付金　：防災・安全交付金（総合流域防災事業（準用河川改修事業））
　　地方債　：緊急浚渫推進事業
　流域対策として実施される調整池については、
　　交付金　：防災・安全交付金（流域貯留浸透事業）
　などの補助メニューが既にございますが、この他にも要件により活用できる制度がございます
　ので支援事業集・優良事例集もご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。

＜支援事業集＞
　https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html
＜優良事例集＞
　https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html

　なお、維持掘削（浚渫事業）など維持管理に関する補助制度は現状ございません。
　何卒、ご理解頂きたくお願いいたします。

・田んぼダム等民地協力が必要な事業の成功事例について情報収集し、今後、霞ヶ浦流域治水協議会
等で情報提供させていただきます。

7 桜川市
・財政的な支援
・整備重点箇所の抽出・提案

・＜各省庁の支援事業＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
　https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html
・霞ヶ浦流域において、内水により浸水被害が発生した箇所から重点に（アンケート結果を参考
　にする）、資料－２『農業用ため池　等の事前放流』の取組を展開できればと考えています。

8 筑西市
田んぼダムの取組を推進するため、土地改良区や水利組合に交付する補助金や助
成金等の支援を拡充すること。

＜各省庁の支援事業＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html

※その他、お問い合わせがございましたら、流域治水協議会事務局までお問い合わせ下さい。

Ｒ７年度　流域治水プロジェクト  アンケート調査（回答）

市民対象の防災訓練、マイタイムライン講座の講師派遣

5 鉾田市

1 土浦市

人材派遣

河川下流地域や湖沼付近は地盤が低い地域が多く、地下水位も高い。地下浸透が
望めない地域では、上流部での降水により、雨水が排水できないため、ポンプで
排水している事態が発生し、ポンプの排水量を超える雨水量で内水氾濫が起こ
る。大型貯留＋運動場などを地盤が低い地域に整備するなどを補助率を高くし
て、推進して頂きたい。

＜優良事例集＞をご参考いただき、ご検討いただけると幸いです。
https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/sesaku/index.html

市民対象の防災訓練は自治体主体となりますが、
マイ・タイムライン講座の講師として国職員を派遣することは可能です。その場合は、霞ヶ浦河川事
務所流域治水課までご連絡下さい。

3 かすみがうら市

2 稲敷市

先進地事例の情報共有
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